
新潟青陵大学短期大学部学則 

　第１章　　総　　　　　　　則 

（目的） 

第１条　本学は教育基本法及び学校教育法の精神に基づき、良識ある社会人としての教養と、専

門的、職業的な知識と技能を修めさせ、豊かな人間性と創造的な研究心を養い、世界の平和と

文化の向上に貢献することのできる人材を育成することを目的とする。 

（自己点検・評価） 

第２条　本学は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、本学

における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行うことに努めることとする。 

２　前項の点検及び評価を行うための規程については別に定める。 

（学科） 

第３条　本学において設置する学科は、人間総合学科・幼児教育学科とする。 

２　人間総合学科の教育上の目的は、人生に目的（志）を持ち、それを実現するに十分な表現能

力や豊かな感性とライフスタイルに対応して地域社会に貢献できる知識や技術（多様な資格と

検定）を身につけた人材を養成することにある。 

３　幼児教育学科の教育上の目的は、幼児教育分野における実践的教育を通して、万物に対する

深い愛と広い視野、豊かな感性をもって保育を創造することができる専門家を養成することに

ある。 

（修業年限） 

第４条　本学の修業年限は２年とし、在学期間は修業年限の２倍をこえることはできない。 

２　前項の規定にかかわらず、在学年限を超えて在学を希望する者があるときは、教授会におい

て学生の学習意欲等を総合的に判断し、学長が在学を認めることができる。 

（学科定員） 

第５条　各学科の定員は次のとおりとする。 
 

学　　科 入学定員 収容定員 

人間総合学科 200人 400人 

幼児教育学科 130人 260人 

 

第２章　　学年・学期及び休業日 

（学年） 

第６条　学年は４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。ただし、秋学期入学生については、

10月１日に始まり、翌年９月30日に終わる。 

（学期） 

第７条　学年を次の二期に分ける。 

　　　　　　　前期は４月１日から９月30日まで 

　　　　　　　後期は10月１日から翌年３月31日まで 

（休業日） 

第８条　定期休業日を次のとおりとする。 

１．日曜日及び土曜日 

２．国民の祝日に関する法律に規定する休日 

３．創立記念日（４月23日） 

４．春期休業日　３月20日から３月31日まで 

５．夏期休業日　８月11日から９月30日まで 

６．冬期休業日　12月24日から翌年１月６日まで 
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２　前項の規定にかかわらず、学長は臨時に休業日を設け、又は休業日を変更することができ

る。 

３　学長は、特に必要があると認めるときは、休業日においても臨時の授業日を設けることが

できる。 

 

第３章　　授業科目・履修方法及び課程修了認定 

（授業科目） 

第９条　人間総合学科において開設する授業科日の種類及び単位数は、別表Ⅰのとおりとする。 

２　前項の授業科目は「フィールド」および「ユニット」に区分して編成する。 

３　幼児教育学科において開設する授業科目は、一般教育科目、外国語科目、保健体育科目及び

専門教育科目とする。授業科目の種類及び単位数は別表Ⅱのとおりとする。 

（授業期間） 

第10条　一年間の授業を行う期間は、試験等の期間を含め、35週にわたることとする。 

２　各授業科目の授業は15週にわたる期間を単位として行うものとする。 

（単位計算方法） 

第11条　授業科目の単位計算方法は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもっ

て構成することとし、授業の方法に応じ次の基準により計算するものとする。 

（１）講義・演習については、15時間ないし30時間の講義・演習をもって１単位とする。 

（２）実験・ 実習及び実技については、30時間ないし45時間の実験・実習又は実技をもって１

単位とする。 

（卒業要件） 

第12条　学生が卒業資格を得るためには､次の各号に定める単位を含め、62単位以上を取得しな

ければならない。 

１．人間総合学科の卒業資格を得るための単位数には、ベーシックフィールド中の必修８単位

及び同フィールド中の選択科目から７単位を含むものとする。 

２．幼児教育学科は、一般教育科目について人文の分野、社会の分野、自然の分野からそれぞ

れ２単位以上、前段を除く一般教育科目、外国語科目、または保健体育科目から８単位以

上、専門教育科目について48単位以上とする。 

（遠隔授業） 

第13条　学長は、教育上有益と認めるときは、多様なメディアを高度に利用して、教室等以外の

場所で学生に授業科目を履修させることができる。 

２　第12条に規定する卒業資格に必要な単位のうち、前項の授業方法により修得した単位数は、

30単位を超えないものとする。 

３　第１項の規定により実施する授業科目については、学長が学期毎に定め学生に通知するもの

とする。 

（単位の授与） 

第14条　授業科目を履修し、その試験に合格した者には、所定の単位を与える。試験は学期末又

は学年末にその履修した科目について筆記、口述、論文、報告書等によって行う。その成績の

評定は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＦをもって表し、Ｃ以上を合格とする。 

（本学以外の教育機関等における学修・既修得単位数の認定） 

第15条　本学が教育上有益と認めるときは、学生が他の短期大学又は大学（外国の短期大学又は

大学を含む）において履修した授業科目について、本学における授業科目の履修により修得し

たものと認定することができる。 

２　本学が教育上有益と認めるときは、学生の短期大学又は高等専門学校の専攻科等における学

修その他文部科学大臣が定める学修を本学の授業科目の履修とみなし、単位を与えることがで

きる。 

３　本学が教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に短期大学又は大学において履

修した授業科目について、本学における授業科目の履修により修得したものと認定することが

できる。 
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４　前項１～３により与えられる単位数は合わせて30単位を超えないものとする。 

５　本学人間総合学科・幼児教育学科の学生が、他の学科の授業科目を20単位を超えない範囲で

履修することができる。 

６　前項の履修に関する規程は別に定める。 

（追試験・再試験） 

第16条　病気その他やむを得ない事故のために試験を受けることのできなかった者には追試験

を、単位取得不合格の科目に対しては再試験を行うことができる。 

（卒業） 

第17条　本学に２年以上在学し、本学則に定める授業科目及び単位数を修得した者については、

教授会の議を経て、学長が卒業を認定し、卒業証書を授与する。 

２　前項の規定により卒業した者には、本学学位規程の定めるところにより短期大学士の学位を

授与する。 

（免許・資格） 

第18条　幼稚園教諭二種免許状を得ようとする者は、第12条に規定する卒業の要件を充足し、か

つ教育職員免許法及び同法施行規則に定める科目及び単位を修得しなければならない。 

２　本学幼児教育学科において保育士の資格を得ようとする者は、第12条に規定する卒業の要件

を充足し、かつ児童福祉法及び同法施行規則に定める科目及び単位を修得しなければならな

い。 

３　本学人間総合学科において介護福祉士の資格を得ようとする者は、第12条に規定する卒業の

要件を充足し、かつ社会福祉士及び介護福祉士法及び同法施行規則に定める科目及び単位を修

得しなければならない。 

４　本学人間総合学科において衣料管理士の資格を得ようとする者は、第12条に規定する卒業の

要件を充足し、かつ社団法人日本衣料管理協会衣料管理士認定規程に定める科目及び単位を修

得しなければならない。 

５　本学人間総合学科においてビジネス実務士及び観光実務士の資格を得ようとする者は、第12

条に規定する卒業の要件を充足し、かつ全国大学実務教育協会規程に定める科目及び単位を修

得しなければならない。 

６　本学人間総合学科においてフードスペシャリストの資格を得ようとする者は、第12条に規定

する卒業の要件を充足し、かつ日本フードスペシャリスト協会規程に定める科目及び単位を修

得しなければならない。 

７　本学人間総合学科においてフードコーディネーターの資格を得ようとする者は、第12条に規

定する卒業の要件を充足し、かつ日本フードコーディネーター協会規程に定める科目及び単位

を修得しなければならない。 

８　本学人間総合学科において社会教育主事任用資格・社会教育士（養成課程）の称号を得よう

とする者は、第12条に規定する卒業の要件を充足し、社会教育主事講習等規程の一部を改正す

る省令に定める科目及び単位を修得しなければならない。 

９　本学において介護職員初任者研修の修了証明書を得ようとする者は、新潟県介護員養成研修

事業実施要綱に則って本学が実施する研修を受講し、かつ同要綱に定める修了の要件を満たさ

なければならない。 

 

第４章　　入学・退学・休学及び転学 

（入学の時期） 

第19条　入学の時期は毎学年の始めとする。 

（入学資格） 

第20条　本学に入学することのできる者は、次の各号の一に該当するものでなければならない。 

　１．高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

　２．通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当

する学校教育を修了した者を含む｡） 

　３．外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学
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大臣の指定した者 

　４．文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 

　５．文部科学大臣の指定した者 

　６．高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒業程度

認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭

和26年文部省令第13号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

（入学の出願） 

第21条　本学に入学を志望する者は入学願書に、最終学校長が作成する調査書、推薦書（推薦入

学志願者のみ）に選考料を添えて学長に提出しなければならない。 

（入学者の選考） 

第22条　入学の許可は、入学志願者に対し、推薦書類による選考と、選抜試験によるものとし、

教授会の議を経て、学長が決定する。 

２　社会人、外国人留学生及び帰国子女の入学志願者に対しては、上記によらない特別な選抜を

行うことができる。 

（入学手続き及び入学許可） 

第23条　前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、誓約書・保証

書・同意書その他所定の書類を提出するとともに、所定の入学金を納付しなければならない。 

２　前項の者は、本学所定の誓約書・保証書・同意書により、自身の保証人を届け出るものとす

る。 

３　保証人に関する規程は別に定める。 

４　学長は、前３項に定める入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

（退学又は転学、転科） 

第24条　学生が退学又は転学しようとするときは、学長の承認を受けなければならない。 

２　学生が他の学科への転科を希望するときは、学長の承認を得るものとし、その細則は転科に

関する規程に定める。 

（休学） 

第25条　学生は、病気その他やむを得ない理由によって2月以上引き続き欠席しようとするとき

は、学長の承認を受けて休学することができる。 

２　休学は継続して１年以内とする。ただし、特別の理由があるときは引き続き１年に限り延長

することができる。この場合において休学期間が終了してもなお復学しない者は除籍するもの

とする。 

３　休学期間内にその理由が取り除かれ復学しようとするときは、学長の承認を受けなければな

らない。 

４　休学期間は、在学年数に通算しない。 

 

第５章　　職　員　組　織 

（職員） 

第26条　本学に、学長・副学長・教授・准教授・講師・助教・助手・事務職員・技術職員及びそ

の他の必要な職員を置く。 

 

第６章　　運営会議及び教授会 

（運営会議） 

第27条　本学に、運営会議を置く。 

２　運営会議は、学長及び副学長、事務部長、教務委員長、学生委員長、入学試験委員長並びに

人間総合学科長、幼児教育学科長を以て組織する。ただし、必要ある時は、その他の教職員を

加えることができる。 

３　運営会議は、短期大学運営に係る重要事項を協議する。 

４　その他必要な事項は、別に定める。 
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（教授会） 

第28条　本学に教授会を置く。 

２　教授会は、学長及び学科所属の助教以上の専任の教員をもって構成する。 

３　学長は、必要がある場合には、事務部長その他の教職員を出席させることができる。 

４　教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとする。 

　１．学生の入学、卒業に関する事項 

　２．学位の授与 

　３．前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴くことが

必要なものとして学長が定めるもの。 

５　教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学科長その他の教授会が置かれる組織の長

（以下この項において「学長等」という。）がつかさどる教育研究に関する事項・その他学科

運営に関する事項について審議し、及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる。 

６　その他必要な事項は、別に定める。 

 

第７章　　長期履修学生、科目履修生、特別聴講学生、研究生 

及び外国人留学生 

（長期履修学生） 

第29条　第４条第２項に定める修業年限を超える一定の期間にわたり授業科目を履修することを

目的として、本学に入学を志願するものがあるときは、選考の上、長期履修学生として入学を

許可する。 

２　長期履修学生に関する規程は、別に定める。 

（特別聴講学生） 

第30条　他の大学の学生で、本学において授業科目を履修することを志願する者があるときは、

当該他大学との協議に基づき、特別聴講学生として入学を許可することができる。 

２　特別聴講学生に関する規程は、別に定める。 

（科目履修生） 

第31条　本学所定の授業科目のうち、１科目又は数科目を選んで履修を希望する者があるとき

は、教授会の議を経て、学期毎に科目履修生として学長が許可することができる。 

２　科目履修生に対し本学の定める規定により、単位を与えることができる。 

３　科目履修生の資格及び納入金を次のとおりとし、その細則は科目履修生規程に定める。 

　　　　　入学資格　　学則第19条の規定に準ずる。 

　　　　　選　考　料　　5,000円 

　　　　　授　業　料　　１科目25,000円 

（研究生） 

第32条　本学教員の指導する専門学科について、特に研究を志望する者があるときは、教授会の

議を経て研究生として学長が許可することができる。 

２　研究生の資格及び納入金を次のとおりとし、その細則は研究生規程に定める。 

　　　　　入学資格　  １．学校教育法第108条第２項に規定する短期大学を卒業した者 

　　　　　　　　　　　 ２．前項と同等以上の学力を有すると認めた者 

　　　　　選　考　料　 　20,000円 

　　　　　授　業　料　　250,000円（年額） 

（外国人留学生） 

第33条　外国人で本学に入学を希望する者は、選考のうえ、入学を許可する。 

２　外国人留学生に関する規程は、別に定める。 

 

第８章　　生　涯　学　習 

（公開講座等） 

第34条　本学は、生涯学習機関として、学生及び地域住民に対して学習の機会を提供し、社会の

発展及び文化の向上に貢献するものとする。 
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２　前項の目的を達成するために、公開講座等を開催することができる。公開講座等の開催につ

いては、教授会の議を経て、学長が決定する。 

 

第９章　　授業料その他の学校納付金及び奨学金 

（選考料、入学金、授業料） 

第35条　授業料その他の納付金を次のとおりとする。 

　　　　　　選　考　料　　　　 　30,000円 

　　　　　　入　学　金　　　　　250,000円 

　　　　　　授　業　料　　　　　620,000円（年額） 

（欠席又は停学中の授業料） 

第36条　授業料は欠席又は停学中であってもこれを減免しない。 

（休学中の授業料） 

第37条　授業料は第25条によって休学したものに限り、次期以降の分納額を徴収しない。ただし

中途退学した者は、その期の授業料を納めなければならない。 

（退学、除籍の授業料） 

第38条　退学、除籍のものであっても既納の授業料を返さない。又未納のときは直ちに納めなけ

ればならない。 

（授業料の延納） 

第39条　やむを得ざる事由により、授業料を延納しなければならないときは、その旨直ちに届け

出て許可を得なければならない。届け出なくして授業料の納入を怠り、督促を受けても納入せ

ず滞納した者は除籍する。 

（成績優秀にかかる授業料を免除、若しくは学資を貸与） 

第40条　成績優秀にして学内生活に寄与するところ顕著な者には事情により教授会において選考

の上授業料を免除、若しくは学資を貸与することがある。 

 

第10章　　賞　　　　　罰 

（表彰） 

第41条　学生として表彰に価する行為があった者は、教授会の議を経て、学長が表彰することが

できる。 

 

（懲戒） 

第42条　本学の規則に違反し、又は学生としての本分に反する行為をした者は、教授会の議を経

て、学長が懲戒する。 

２　前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。 

３　前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。 

１．性行不良で改善の見込みがない者 

２．正当な理由がなく、出席しない者 

３．本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

 

　　　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和40年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和43年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和46年４月１日から施行する。 

　附　　則 
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　（施行期日） 

　　この規則は昭和47年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和50年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和54年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和56年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和57年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和58年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和59年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和60年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和61年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和62年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は昭和63年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成元年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成２年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成３年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成４年４月１日から施行する。 

（服飾美術科及び幼児教育科の存続に関する経過措置） 

　　改正後の第３条及び第５条並びに第17条第２項、第３項の規定にかかわらず平成３年度以

前の入学生は従前のとおりとする。 

（学生定員に関する臨時措置） 

　　　第５条に規定する学生定員は、平成12年度までの間は、次のとおりとする。 
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年度 

 

学科 

平成４年度 

平成５年度 

～ 

平成11年度 

平成12年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

生活文化学科 170人 270人 170人 340人 170人 270人 

 

　附　　則 

　（施行期日） 

　この規則は平成５年４月１日から施行し、平成５年度入学生から適用する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成６年４月１日から施行する。ただし、第35条については平成６年度入学生か

ら適用する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成７年４月１日から施行する。ただし、第35条については平成７年度入学生か

ら適用する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成８年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成９年４月１日から施行する。ただし、第35条については平成９年度入学生か

ら適用する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成10年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成11年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成12年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成13年４月１日から施行する。ただし、第36条については平成13年度入学生か

ら適用する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成14年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規程は平成15年４月１日から施行する。ただし、第24条第２項については、平成14年12

月１日から適用する。 

　附　　則 

（施行期日） 

　　この規則は平成16年４月１日から施行する。 
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（生活文化学科及び国際文化学科の存続に関する経過措置） 

改正後の第３条及び第５条並びに第17条第３項、第４項、第５項の規定にかかわらず平成15

年度以前の入学生は従前のとおりとする。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成17年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　この規則は平成18年４月１日から施行する。ただし、第16条の規定は、平成17年10月１日

から適用する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成19年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成20年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成21年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成22年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成23年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成24年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成25年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成26年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成27年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成28年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成29年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成30年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は平成31年４月１日から施行する。 

　附　　則 
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　（施行期日） 

　　この規則は2020年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は2021年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は2022年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は2023年４月１日から施行する。 

　附　　則 

　（施行期日） 

　　この規則は2024年４月１日から施行する。 
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・

教　育　課　程　表

学科
授業科目 必修

単位
選択
単位

備考
フィールド ユニット 科　　目

人間総合 ベーシック 総合 基礎ゼミ 1

学　　科 特別研究 2

DXリテラシー入門 2

DXリテラシー基礎実習 1

DXリテラシー発展実習 1

教養Ⅰ 1

教養Ⅱ 1

地域生活とマナー 2

キャリア キャリアデザイン入門 1

キャリアサポート 1

キャリアプランニング 1

ビジネスマナー 1

インターンシップ 1

教養一般 心理学 2

人間の尊厳と自立 2

文学(文学に親しむ) 2

美術鑑賞 1

音楽 2

法学 2

医学概論（人体の構造と機能及び疾病） 2

経済学(くらしと経済) 2

現代社会と福祉Ⅰ 2

現代社会と福祉Ⅱ 2

現代環境論 2

家族関係学(現代の結婚と家族) 2

ジェンダー論 2

生物多様性とくらし 2

物理学 2

労働法（労働基準法） 1

外国語 英語Ⅰ 1

英語Ⅱ 1

英会話Ⅰ 1

英会話Ⅱ 1



中国語Ⅰ 1

中国語Ⅱ 1

中国語会話Ⅰ 1

中国語会話Ⅱ 1

観光中国語会話 1

デジタル情報 コンピューターシステム基礎論 2

ICT活用演習Ⅰ 1

ICT活用演習Ⅱ 1

Word Expert演習 1

Excel Expert演習 1

ICTメディア編集A 1

ICTメディア編集B 1

ICTメディア編集C 1

ICT総合実践演習A 1

ICT総合実践演習B 1

ICT総合実践演習C 1

ICT総合実践演習D 1

数理・データサイエンスⅠ 2

数理・データサイエンスⅡ 2

保健体育 スポーツⅠ 1

スポーツⅡ 1

計 8 66
ビジネス・会計
実務

ビジネス実務基
礎

ビジネス実務総論 2

ビジネス実務演習 2

文書実務 2

プレゼンテーション 2

ビジネス経営実
務

現代経営入門 2

上級ビジネス実務総論 2

上級ビジネス実務演習 2

ビジネス実務法務演習Ⅰ 1

ビジネス実務法務演習Ⅱ 1

政治・経済 日本経済入門 2

世界経済入門 2

地域の経済と社会 2

経済学入門Ⅰ(市場のはたらき) 2

経済学入門Ⅱ(国民所得のしくみ) 2

簿記会計 国際金融入門 2

ファイナンシャルプランニング入門 2



ファイナンシャルプランニング論 2

初級簿記Ⅰ 2

初級簿記Ⅱ 2

中級簿記Ⅰ 2

中級簿記Ⅱ 2

ストアワーク・
マーケティング

ストアワーク基礎 2

ストアワーク実務演習 1

流通ビジネス論 2

マーケティング論 2

消費生活論 2

ヘルスケア 人体の働きと医薬品 2

医薬品とその作用 4

医事関連法規・制度 2

医療事務 医療管理学 2

医療秘書事務 2

医療事務Ⅰ 2

医療事務Ⅱ 2

社会教育 生涯学習概論Ⅰ 2

生涯学習概論Ⅱ 2

生涯学習支援論 4

社会教育経営論 4

高齢化と社会教育 2

社会教育実習Ⅰ 1

社会教育実習Ⅱ 1

計 81
ファッション・イ
ンテリア

ファッションクリ
エイティブ

ファッションデザイン論 2

ファッションコーディネート演習 1

和装コーディネート演習 1

アパレル造形実習Ⅰ 1

アパレル造形実習Ⅱ 1

アパレルデザイン実習Ⅰ 1

アパレルデザイン実習Ⅱ 1

ネイル基礎総合 1

アパレルマテリ
アル

アパレル素材論Ⅰ 2

アパレル素材論Ⅱ 2

テキスタイルテストⅠ 1

テキスタイルテストⅡ 1

染色学 2



染色学実験 1

生活統計(含官能検査) 1

衣生活環境 衣生活管理 2

ファッションビジ
ネス

消費科学(衣料品流通と消費) 2

ファッションビジネス論 2

住居学・インテ
リア

住居学概論 2

生活デザイン論 2

インテリアデザイン概論 2

インテリアデザイン実習 1

カラーコーディ
ネート

色彩文化論 2

カラーコーディネート論Ⅰ 2

カラーコーディネート論Ⅱ 2

カラーデザイン 1

計 39
フードビジネス フードコーディ

ネート
フードスペシャリスト論 2

フードコーディネート論 2

テーブルコーディネート 1

生活工学(家電製品のしくみ) 2

食の生活文化 2

クッキング 調理理論 2

基礎調理実習 1

ワールドクッキング 1

フードマテリア
ル

食品商品学 2

フードマテリアルズ 2

食品の鑑別演習 1

食品学実験 1

食統計演習(含官能評価) 1

フード＆ヘルス 食の安全性 2

食生活と健康 2

ライフステージ栄養学 2

食品流通と消費 2

計 28
観光・ブライダ
ル

観光ビジネス 観光入門 2

観光実務 2

観光マーケティング 2

国内観光資源 2

旅行実務 旅行実務Ⅰ 2

旅行実務Ⅱ 2



旅行実務Ⅲ 2

海外旅行実務 2

ブライダル ブライダル総論 2

ホスピタリティ論 2

ブライダルサービス 2

ブライダルサービス演習 2

ブライダルマーケティング 2

日本の文化・海
外の文化

ヨーロッパの地誌 2

アメリカのくらしと文化 2

アメリカの地誌 2

アジアの地誌 2

日本文化論 2

新潟の地誌(地誌学入門) 2

計 38
英語コミュニ
ケーション

一般英語 映画で学ぶ英語 1

洋楽で学ぶ英語 1

トラベル英会話 1

スピーチクリニック 1

初級英語 リスニング演習Ⅰ 1

スピーチコミュニケーションⅠ 1

ボキャブラリービルディングⅠ 1

ライティング演習Ⅰ 1

英語集中演習Ⅰ 1

中級英語 リスニング演習Ⅱ 1

スピーチコミュニケーションⅡ 1

ボキャブラリービルディングⅡ 1

ライティング演習Ⅱ 1

海外語学研修 2

観光ガイド研修 1

上級英語 リスニング演習Ⅲ 1

スピーチコミュニケーションⅢ 1

ライティング演習Ⅲ 1

英会話上級Ⅰ 1

英会話上級Ⅱ 1

英語集中演習Ⅱ 1

検定英語 英語検定演習Ⅰ 1

英語検定演習Ⅱ 1

TOEIC演習Ⅰ 1



TOEIC演習Ⅱ 1

コミュニケーショ
ン基礎

人間関係論 2

ことばの科学 2

コミュニケーション論 2

多様性の理解 2

多文化社会とコミュニケーション 2

計 36
編入学（心理
学、人文・経済）

人文・経済 編入学プランニング 1

編入学サポート 1

編入基礎科目Ⅰ 2

編入基礎科目Ⅱ 2

編入基礎科目Ⅲ 2

編入外国語Ⅰ 1

編入外国語Ⅱ 1

編入外国語Ⅲ 1

編入専門科目Ⅰ 2

編入専門科目Ⅱ 2

編入専門科目Ⅲ 2

心理学 発達心理学Ⅰ 2

発達心理学Ⅱ 2

発達心理学Ⅲ 2

社会心理学 2

障害者・障害児心理学 2

知覚・認知心理学 2

学習・言語心理学 2

心理学統計法 2

心理学実験 2

心理学研究法 2

心理学入門演習 1

計 38

留学生 留学生初級 日本語文法の基礎 2

日本語の読解 2

日本語の聴解・作文Ⅰ 2

日本語会話 2

留学生中級 日本語の聴解・作文Ⅱ 2

小論文の書き方 2

時事文献購読 2

日本語検定対策 2



計 16

福祉 基礎介護 基礎介護 2

基本介護技術 2

レクリエーション
レクリエーション活動援助法 2

レクリエーション論 2

レクリエーション現場実習 1
福祉・介護理論 ソーシャルワーク論Ⅰ 2

ソーシャルワーク論Ⅱ 2

ソーシャルワーク論Ⅲ 2

ソーシャルワーク論Ⅳ 2

ソーシャルワーク演習Ⅰ 1

ソーシャルワーク演習Ⅱ 1

計 19
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新潟青陵大学短期大学部学則施行細則 
（目 的） 

第１条 この細則は、学則を補完することを目的とする。 

（位 置） 

第２条 本学の位置は、次のとおりとする。 

新潟市中央区水道町１丁目 5939 番地 27 

（名 称） 

第３条 本学に、次の学科およびコースを置く。 

人間総合学科 

人間総合コース 

介護福祉コース 

    幼児教育学科 

２ 前項の学科およびコースの入学定員及び収容定員並びにクラス数は、次のとおりとする。 
 

学科・コース 入学定員 
 

収容定員 
 

クラス数 クラス数 

人間総合学科 
人間総合コース 

160 人 － 320 人 － 

人間総合学科 
介護福祉コース 

 40 人 2  80 人 ４ 

幼児教育学科 130 人 － 260 人 － 

 
（選 考） 

第４条 第１学年において、介護福祉コースを希望する者が 40 人を超える場合は、選考を行う。 

２ 前項の選考は、新潟青陵大学短期大学部入学者選抜に関する規程の定めによる。 

（資格取得） 

第５条 保育士の資格を得るためには、幼児教育学科に属し、学則別表Ⅱに掲げる授業科目のうち次

の保 

育士必修科目の単位をすべて修得するとともに、保育士選択必修科目の中から、保育実習Ⅱ又は保

育実 

習Ⅲ２単位以上、保育実習指導Ⅱ又は保育実習指導Ⅲ１単位以上を含めて９単位以上修得し、かつ、

学 

則第 12 条に規定する卒業要件を充足しなければならない。 

２ 保育実習Ⅰ、保育実習Ⅱ、保育実習Ⅲについては、厚生労働省による「指定保育士養成施設の指

定及 

び運営の基準について」の中の「保育実習実施基準」に基づき、２単位につき実時間にして 10日間

以上 80 時間以上の実習時間とする。 

 
 

保育士必修科目 単位数 （時 間 数） 

体 育 講 義 1 15 

スポーツ 1 30 

保 育 原 理 2 30 

教育原理（教育の制度・経営を含む） 2 30 

子ども家庭福祉 2 30 

社会福祉概論 2 30 

子 育 て 支 援 1 30 

社 会 的 養 護 Ⅰ 2 30 

保 育 者 論 2 30 

発達心理学Ⅰ 2 30 
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教育心理学演習 1 30 

子どもの保健 2 30 

子ども家庭支援の心理学 2 30 

子どもの健康と安全 1 30 

子どもの食と栄養 2 60 

子ども家庭支援 2 30 

カリキュラム論 2 30 

保育内容総論 1 30 

健康指導法 1 30 

人間関係指導法 1 30 

環境指導法 1 30 

言葉指導法 1 30 

表現（身体）指導法 1 30 

表現（音楽）指導法 1 30 

表現（造形）指導法 1 30 

乳 児 保 育 Ⅰ 2 30 

乳 児 保 育 Ⅱ 1 30 

特別支援保育論Ⅰ 1 30 

特別支援保育論Ⅱ 1 30 

社 会 的 養 護 Ⅱ 1 30 

音 楽 Ⅰ Ａ 1 30 

音 楽 Ⅰ Ｂ 1 30 

図画工作Ⅰ 1 30 

体  育  Ⅰ 1 30 

保育実習Ⅰ 4 180 

保育実習指導Ⅰ 2 60 

保育実践演習 2 60 

合     計 55 1,335 

 

保育士選択必修科目 単位数 （時 間 数） 

教育心理学 2 30 

発達心理学Ⅱ 2 30 

臨床心理学 2 30 

幼 児 理 解 2 30 

教 育 相 談 1 15 

保育実践と環境デザイン 1 30 

教育方法論 1 15 

音  楽  Ⅱ 1 30 

音  楽  Ⅲ 1 30 

音  楽  Ⅳ 1 30 
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図画工作Ⅱ 1 30 

体  育  Ⅱ 1 30 

保育実習Ⅱ 2 90 

保育実習Ⅲ 2 90 

保育実習指導Ⅱ 1 30 

保育実習指導Ⅲ 1 30 

合     計 22 570 

 
 

第６条 介護福祉士国家試験の受験資格を得るためには、第１学年より介護福祉コースに属し、新潟

青陵 

大学短期大学部学則第 12条に規定する卒業の要件を充足し、かつ学則別表Ⅰに掲げる授業科目のう

ちの 

次の指定科目、領域「人間と社会」必修科目５科目と選択科目から 90時間以上、領域「介護」、領

域「こころとからだのしくみ」および領域「医療的ケア」の科目すべてを修得しなければならない。 
 
 

領 域 指  定  科  目 時間数(単位数） 

人  
間  
と  
社  
会 

必  
修 

人間の尊厳と自立 30（２） 

人間関係とコミュニケーションⅠ 30（２） 

人間関係とコミュニケーションⅡ 30（２） 

社会の理解Ⅰ 30（２） 

社会の理解Ⅱ 30（２） 

小        計 150 時間 

  
選 
 
 
 
択 
 
 

法     学 30（２） 

経  済  学（くらしと経済） 30（２） 

現代社会と福祉Ⅰ 30（２） 

現代社会と福祉Ⅱ 30（２） 

コンピューターシステム基礎論 30（２） 

ICT 活用演習Ⅰ 30（１） 

ICT 活用演習Ⅱ 30（１） 

小        計 90 時間以上 

介      
護 

介護の基本Ⅰ 60（４） 

介護の基本Ⅱ 60（４） 

介護の基本Ⅲ 30（２） 

介護の基本Ⅳ 30（２） 

コミュニケーション技術 60（２） 

生活支援技術Ⅰ（基礎） 90（３） 

生活支援技術Ⅱ（応用） 90（３） 

生活支援技術Ⅲ（家事援助） 60（２） 

生活支援技術Ⅳ（総合演習） 60（２） 

介 護 過 程 Ⅰ 30（１） 
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介 護 過 程 Ⅱ 60（２） 

介 護 過 程 Ⅲ 60（２） 

介護総合演習Ⅰ 30（１） 

介護総合演習Ⅱ 30（１） 

介護総合演習Ⅲ 30（１） 

介護総合演習Ⅳ 30（１） 

介 護 基 礎 実 習 120（４） 

介 護 応 用 実 習 180（６） 

介護過程展開実習 150（５） 

小        計 1,260 時間 

ここ
ろと
から
だの
しく
み 

こころとからだのしくみⅠ 60（４） 

こころとからだのしくみⅡ 60（４） 

発達と老化の理解Ⅰ 30（２） 

発達と老化の理解Ⅱ 30（２） 

認知症の理解Ⅰ 30（２） 

認知症の理解Ⅱ 30（２） 

障 害 の 理 解 Ⅰ 30（２） 

障 害 の 理 解 Ⅱ 30（２） 

小        計 300 時間 

医療
的ケ
ア 

医療的ケアⅠ 30（２） 

医療的ケアⅡ 30（２） 

医療的ケアⅢ 30（２） 

小        計 90 時間 

合        計 1,890 時間以上 

 

（授 業） 

第７条 介護福祉コースの専門科目のうち領域「介護」の授業は、介護福祉コース単独で行うものと

する。 

（他大学及び入学前の授業科目の履修等） 

第８条 介護福祉コース専攻生にあっては、他の介護福祉士養成施設において履修した科目は、学生

の申請に基づき、個々の既修の学習内容を当該他の養成施設のシラバスにより評価し、本学の教育

内容に相当するものと認められる場合には、総履修時間の２分の１以内で本学における科目の履修

とみなし、認定を行うことができる。 

２ 他資格に係る養成を行う学校等において履修した科目は、学生の申請に基づき、個々の既修の学

習内容を当該学校等のシラバスにより評価し、本学における教育内容に相当するものと認められる

場合には、領域「介護」に係る科目を除き、本学における科目の履修とみなし、認定を行うことが

できる。 

（履修認定等） 

第９条 履修方法等については、新潟青陵大学短期大学部単位修得認定の出席及び試験に関する規程

に定めるもののほか、介護福祉コースに関わる履修認定等は、次の各号のとおりとする。 

 （一）各科目の出席時間数が、社会福祉士及び介護福祉士法並びに社会福祉士介護福祉学校職業訓

練校等養成施設指定規則に規定する時間数の３分の２（ただし、介護実習については５分の４）

に満たない者については、当該科目の履修認定及び認定試験は受けられない。 

 （二）履修の認定は、修了試験等の方法により、介護福祉士として必要な知識及び技能を習得した

ことを確認したうえで行う。 



5 
 

（学納金） 

第 10条 人間総合学科介護福祉コース専攻生及び幼児教育学科の保育士資格並びに幼稚園教諭二種免

許状を取得する場合の納入金は、学則第 35条によるもののほか、次の実習費を納入しなければなら

ない。 

介護福祉コース専攻生 

１ 年 次 ２ 年 次 計 

100,000 円 100,000 円 200,000 円 

保育士資格を取得する場合 

１ 年 次 ２ 年 次 計 

15,000 円 15,000 円 30,000 円 

幼稚園教諭二種免許状を取得する場合 

１ 年 次 ２ 年 次 計 

12,500 円 12,500 円 25,000 円 
 
 

   附 則 

 この規程は、平成 19 年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成 20 年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この規程は、平成 21 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 23 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 26 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 30 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、平成 31 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、2020 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、2021 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、2022 年４月１日から施行する。 

附 則 

 この規程は、2024 年４月１日から施行し、2024 年度入学生より適用する。 
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